指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・Section1で学習したスキルを使って，英文を読み解いていく。
・パラグラフごとに内容を理解し，本文全体の主題を読み取ることができるようにする。
・本文で扱われている語法・文法を理解する。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p. 78）

	指導のポイント
	・人間がうそをつく目的を理解させる。
・害のないうそと，信頼を損なうことにつながるうそがあることを理解させる。
・フェルドマンの研究内容から，人は自分でも真実と虚構の違いがわからなくなることがあることを理解させる。

	主な言語材料
	・to say the least
・not all ～
・副詞節を導くwhether
・so ～ that …
・be concerned about ～
・関係代名詞の２重限定
・not entirely
・range from A to B

	2時間目
	パラグラフ４～６, True or False?（pp. 78-79）

	指導のポイント
	・人間がどのくらいの頻度でうそをついているのかを理解させる。
・人間がうそをつく目的を再度理解させる。
・第５パラグラフで述べられているフェルドマンの研究内容を理解させる。
・本文の結論を正確に読み取らせる。
・本文全体を理解しているかどうかをTrue or False? などを活用して確認させる。

	主な言語材料
	・not only A but also B
・live up to ～
・what we ought to be

・be willing to do
・in the company of ～
・play a role in ～
・get along with ～

	3時間目
	Comprehension （pp.80-81）

	指導のポイント
	・本文を確実に理解させた上で，実践的な問題への対処法を指導する。
・空所補充問題への対応を，意味と語法の両面から解説する。

	主な言語材料
	A
・even though S V
・pay A for B
・want O to do
・help O do
B

・protect A from B
・not only A but B as well
・remind O that S V
C
・partly because ～
・not at all ～

	4時間目
	Exercise, Activity （pp.82-83）

	指導のポイント
	・本文で扱われている語について暗記させる。派生語についても同時に暗記させる。
・本文で扱われた重要語法・文法について，再度理解させる。
・リスニング力を向上させる。
・ライティング力を向上させる。

	主な言語材料
	・副詞節を導くwhether A or B
・関係代名詞の２重限定
・end up doing　　　
・have trouble doing
・cannot stop doing
・not always


